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はじめに 
先日はアンケートにご協力いただき、ありがとうございました。アンケートの結果をうけて大崎海星高校職

員一同、さまざまな点について検討し、よりよい学校を目指して努力しているところです。その中で、アンケ

ートの回答には本校の様子が伝わり切れていないために誤解をされている点があることがわかりました。その

ため今後随時「海星だより」の中で、補足説明していきたいと思います。今回は、活動があまり伝わっていな

いクラブ活動、特に夏季期間中の運動部の様子を報告します。 

各運動部の夏季期間中の活動状況（①練習状況 ②夏季・秋季大会の成績） 

弓道部（部員７名） 

 

①休み中は、学校と木江（中川弓道場）で練習し

ました。秋の地区大会・県大会を想定した実践練

習を取り入れながらも基本動作を重視。暑い中、

集中して取り組みました。 
②東部地区錬成大会（８月２２日 三原リージョ

ンプラザ） 
女子団体→決勝リーグ戦に進出（ベスト８） 

陸上部（部員１０名） 
①陸上部は１週間の練習メニューを各パートに分かれて決め練習をしています。新チームは白井キャプ

テンを中心に、これまで以上に仲良く、厳しい雰囲気の中“県大会出場”を合言葉にがんばっていま

す。 
②尾三地区高等学校対抗陸上選手権大会（以下県大会出場種目） 

     女子１００ｍ 丹後久美子（大崎中出身）２位  
女子２００ｍ 丹後久美子      ２位 

       男子２００ｍ 土本清博 （大崎中出身）７位 
女子円盤投げ 川島幸子（大崎中出身） ３位 

     男子走高跳び 久保正幸（大崎中出身） １位 
男子４×１００ｍＲ         ６位 

（土本・白井・久保・稲尾）      

  広島県高等学校対抗陸上選手権大会 
    走高跳び 久保正幸 （１９０ｃｍ）優勝！！ 
    久保君は５月の県総体に続き、２度目の広島県 

チャンピオンとなりました。               １位の賞状を受け取る久保君（中央） 



卓球部（部員１３名） 
①盆と夏休みの最後１週間を除き、９時から１２時    

まで、試合前１週間は９時から１３時まで自分た 
ちで自主的に予定表を作り練習をしました。暑い 
中、大変だったが充実した練習が出来たと思います。 

②１年生大会（８月４日）には１年生部員６名中５ 
名（１名ケガで欠場）が出場、初心者３名のうち 
２名が初勝利をし、残る１名も１セットを取るこ 
とができ、自信を深めることが出来ました。続く 
県選抜予選大会（８月２０日）ではよく健闘し、出 
場８チーム中３位の成績を収めました。 

 
剣道部（部員４名） 
①中学校で剣道部がある学校が少ないので、どうしても入部者は初心者が多いようです。しかし、今年も

１名が入部し、３年生が引退した後は顧問とマンツーマンになりますが、この夏休みも練習を続けてき

ました。初心者ということで、大会には出場せず、基本練習を中心に行っています。 
 
野球部（部員１１名 マネージャー２名） 

①毎週月曜日～土曜日の午前中練習を行いました

（但し、8/12～15, 8/29～31 は休み）。県選手権

大会以降３年生が引退し、部員が減りましたが、

今後も個々に目標を立て、元気に一生懸命頑張っ

て練習していきたいと思っています。 
②第８６回全国高等学校野球選手権広島大会

      対 世羅高校 ６対４ ７回降雨コールド 負 
                         秋季尾三地区高等学校野球大会 
                          対 忠海高校 ３１対０ 負 
                          対 三原高校 棄権   負 
サッカー部（部員 13 名 マネージャー2 名）      

  ①午後 2 時から約 2 時間半の練習を行いました。また、8 月 17 日～19 日に 2 泊 3 日のミニ合宿を行いま

した。3 年生最後の試合はＰＫ戦の末での劇的な勝利となり、いい思い出を作ることができました。 
  ②夏季選手権大会    ０－０  
   ・1 回戦  大崎海星 ０－０  日彰館  ・２回戦  大崎海星 ０－1  五日市 
               ＰＫ                                     ０－３ 

５－４ 
 本校は全校生徒こそ少ないものの運動クラブ加入率は６割を越しています。これは生徒の熱心さを物語って

います。「クラブ数が少ない」というアンケートの回答がありました。しかし、問題はクラブの数だけはなく、

いかに一生懸命打ち込むかだと思います。少人数ということを逆にバネにし、優秀な成績を残したり、素晴ら

しい思い出を作って卒業した生徒もいます。 
また今は休部中のクラブ（バレー部など）も希望者が出てくれば活動を再開することもあり得ます。  


